
令和７年度

小学校国語科・算数科授業づくり研修会

【小学校国語科】

本日の内容

１ 令和７年度全国学力・学習状況調査
結果・分析

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

３ 調査結果を踏まえた取り組みの充実
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令和７年度 全国学力・学習状況調査 問題別集計結果（単位:％）

無解答率比較全国徳島番号
0.1-0.263.162.9１二

5.5+1.981.683.5２四ア

3.1+0.972.173.0２四イ

0.9-0.381.280.9３一

【知識及び技能】

比較全国徳島内容

+1.476.978.3（１）

-0.263.162.9（２）

-0.381.280.9（３）
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析

比較全国徳島内容
-0.866.866全体

無解答率比較全国徳島番号
0.2+0.153.353.4１一

0.3-0.671.871.2１三(1)

0.3+0.273.773.9１三(2)

【思考力、判断力、表現力等】

比較全国徳島内容
-0.166.366.2話す･聞く

-2.069.567.5書く

-0.957.556.6読む
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析

「話すこと･聞くこと」

令和７年度 全国学力・学習状況調査 問題別集計結果（単位:％）



無解答率比較全国徳島番号
0.5-2.065.563.5２一

0.5-1.581.880.3２二

4.6-2.761.358.6２三

【思考力、判断力、表現力等】

比較全国徳島内容
-0.166.366.2話す･聞く

-2.069.567.5書く

-0.957.556.6読む
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析

「書くこと」

令和７年度 全国学力・学習状況調査 問題別集計結果（単位:％）

無解答率比較全国徳島番号
1.9-0.181.681.5３二(1)

1.8-1.851.349.5３二(2)

2.6-2.440.838.4３三(1)

14.6+0.856.357.1３三(2)

【思考力、判断力、表現力等】

比較全国徳島内容
-0.166.366.2話す･聞く

-2.069.567.5書く

-0.957.556.6読む

6

１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析

「読むこと」

令和７年度 全国学力・学習状況調査 問題別集計結果（単位:％）



言葉の特徴や使い方に関する事項
◇学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う
ことができている。 〔２四〕

今年度の課題等〔知識及び技能〕
◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 〔 〕内の記号は、問題番号

情報の扱い方に関する事項
◆情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句と
の関係の表し方を理解し使うことに課題がある。 〔１二〕

我が国の言語文化に関する事項
◆時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付
くことに課題がある。 〔３一〕
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析

Ａ 話すこと・聞くこと
◇目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を集め、集めた
材料を分類したり関係付けたりして、伝え合う内容を検討す
ることができている。 〔１一〕

◇話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめることが
できている。 〔１三(2)〕

◆自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉えることに
課題がある。 〔１三(1)〕

今年度の課題等〔思考力、判断力、表現力等〕
◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 〔 〕内の記号は、問題番号
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析



今年度の課題等〔思考力、判断力、表現力等〕
◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 〔 〕内の記号は、問題番号

Ｂ 書くこと
◆書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくっ
たり、段落相互の関係に注意したりして、文章の構成を考え
ることに課題がある。 〔２一〕

◆図表などを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を
工夫することに課題がある。 〔２二〕

◆目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、
自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することに課題
がある。 〔２三〕
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析

今年度の課題等〔思考力、判断力、表現力等〕
◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 〔 〕内の記号は、問題番号

10

１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析

Ｃ 読むこと
◇目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な
情報を見付けることができている。 〔３三(2)〕

◆時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を
捉えることに課題がある。 〔３二(1)〕

◆事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、文章全
体の構成を捉えて要旨を把握することに課題がある。

〔３二(2)〕

◆目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な
情報を見付けることに課題がある。 〔３三(1)〕
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析

12

１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析

○演習
次の解答はどこが間違っていますか。
メモをしてみましょう。

児童の反応を分析することが、学習指導の
改善・充実の鍵となります。
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析



（
解
答
例
①
）

・
手
ぬ
ぐ
い
に
は
、
物
を
包
む
使
い
方
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
手
ぬ
ぐ
い
を
本
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
包
む
と
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
包
む

と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
カ
バ
ー
に
な
っ
て
持
ち
運
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（
解
答
例
②
）

・
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
と
し
て
使
う
と
、
本
に
よ
ご
れ
や
き
ず
が

つ
き
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
カ
バ
ー
と
し
て
使
う
と
、

水
て
き
が
荷
物
に
つ
か
な
か
っ
た
り
、
温
か
い
飲
み
物
が

冷
め
に
く
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
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（
解
答
例
③
）

・
手
ぬ
ぐ
い
は
、
い
ろ
い
ろ
な
物
を
包
む
こ
と
が
で
き
ま
す

例
え
ば
、
暑
い
と
き
や
ね
ん
ざ
を
し
た
と
き
に
は
、
保
冷

ざ
い
を
手
ぬ
ぐ
い
で
包
ん
で
体
を
冷
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

（
解
答
例
④
）

・
手
ぬ
ぐ
い
を
何
回
か
折
る
だ
け
で
、
す
ぐ
に
完
成
し
ま
す

よ
ご
れ
を
つ
く
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す

落
と
し
た
と
き
に
、
き
ず
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析
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１ 令和７年度全国学力・学習状況調査結果・分析



本日の内容

１ 令和７年度全国学力・学習状況調査
結果・分析

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

３ 調査結果を踏まえた取り組みの充実
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書くこと①

目的や意図に応じて簡単に書いたり
詳しく書いたりするなど、自分の考えが
伝わるように書き表し方を工夫する
指導の充実

「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」

参考「令和７年度 授業アイディア例」

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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授業アイディア例「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」
ちらしを詳しく書く場面

山田さん

佐藤さん

手ぬぐいのちらしは書けたけ
ど、私の伝えたいことが伝わる
かな。佐藤さんと大沢さんに聞
いてみたいな。

佐藤さん、大沢さん、私の
｢手ぬぐい」のちらしを読んで
思ったことを聞かせてほしいな。

｢もよう｣と
｢使い方｣の二つ
のまとまりごと
に分けて書いた
んだね。

｢もよう｣と｢使い方｣
が手ぬぐいのよさで、
それが山田さんのいち
ばん伝えたいことなん
だね。

大沢さん

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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授業アイディア例「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」
ちらしを詳しく書く場面

佐藤さん

先 生

佐藤さんと大沢さんは、
山田さんの構成のよさに気
付いて話ができているな。
このまま伝え合わせてみよ
う。

山田さん、一つ教えてほ
しいんだけど、｢よさ２｣の
｢物を包む使い方｣の中の
「いろいろ」って、例えば
どんなものがあるのかな。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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授業アイディア例「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」
ちらしを詳しく書く場面

佐藤さん

ブックカバーやペットボ
トルカバーを思い浮かべて
書いたんだけど、確かに、
このちらしを初めて読む人
には伝わらないな。 山田さん

もう調べてあることもあ
るんだね。ここの部分を詳
しく書いてくれると、この
ちらしを読む人が、手ぬぐ
いをもっと使ってみたいと
思ってくれるんじゃないか
な。

山田さん

なるほど。確かにわかり
にくいな。この部分を詳し
く書き直してみよう。でも、
どう書き直していいか分か
らないな。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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授業アイディア例「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」
ちらしを詳しく書く場面

山田さん

大沢さん 佐藤さん

ありがとう。そこの部分を書き直してみようと思うんだけど、
二人のちらしを見せてもらってもいいかな。

筆は、字を書く以外にも使われて
います。例えば、化しょう用の筆と
して使われることもあり、日本の化
しょう筆は、世界で評価され、国際
的にみとめられています。

私は、｢例えば」
という言葉を入れ
て、筆が使われて
いる他の具体例を
付け加えるという
方法で、詳しくし
てみたの。

せんすにはさまざまな美しさがあ
ります。花や動物、風景など自然を
テーマにした絵がらや伝統もようを
用いた美しいものがあります。また、
和紙だけでなく、シルクやレースが
使われた洋風の美しさをもつものも
あります。

ぼくは、いくつかある
｢美しさ」を｢さまざまな」
という言葉でまとめていた
ので、その中身をはっきり
示して書くという方法で、
詳しく書いてみたよ。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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授業アイディア例「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」
ちらしを詳しく書く場面

山田さん

先 生

大沢さんは、筆の字を書く以外の使い方を具体例として付け加え
る方法を、佐藤さんは、複数ある美しさの中の要素を、明示して説
明する方法を伝えられているな。二人のよさを価値付けながらも、
山田さんの文章のよさを生かしてほしいな。働き掛けてみよう。

二人が教えてくれた詳しくする方法は、私の文章でも使えそうだ
な。特に佐藤さんの方法は、私の文章の中の「いろいろな」という
言葉を詳しくするための参考になりそう。｢何を｣「どのように」包
むのかなど、具体例を入れながら詳しくしてみよう。

大沢さんも佐藤さんも別々の方法ですが、詳しくすること
で自分の伝えたいことを書き表すことができていますね。山
田さんもあなたの文章に合う方法で詳しくしてみてはどうで
しょうか。

私の文章のよさは、二人が言ってくれたように、手ぬぐいの二つ
のよさをまとまりごとに書いていることだったな。この構成のまと
まりを生かしたいな。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

32

授業アイディア例「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」
ちらしを詳しく書く場面

山田さん

先 生

そうしましょう。山田さ
んの文章の「よさ２」のま
とまりの中に目を向けてみ
てはどうでしょうか。｢身
に着ける使い方｣の書きぶ
りが参考になるかもしれま
せんね。

二人の方法を取り入れな
がら、今の構成のまとまり
を生かした方法で、書き直
してみようと思います。

身に着ける使い方
あつい日に、水でぬらして首にまくと、すずしく感じます。また、

外で作業をするときに頭にかぶると、あせをきゅうしゅうし、両手が
空くので仕事がしやすくなります。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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授業アイディア例「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」
ちらしを詳しく書く場面

書いているときは、あまり意識していなかったけど、｢身に着ける使い方」の
まとまりは、使い方①→使い方①のよさ→使い方②→使い方②のよさの順で書い
たな。そういえば、この書きぶりに合う情報を前に集めていた気がするな。

身に着ける使い方
あつい日に、水でぬらして首にまくと、すずしく感じます。また、外で作業を

するときに頭にかぶると、あせをきゅうしゅうし、両手が空くので仕事がしやす
くなります。

山田さん

調べた情報を、〈本を読んで分
かったこと〉と〈使ってみて分
かったこと〉に整理しておいてよ
かったな。読む人が納得してくれ
るように、この二つから書きぶり
に合わせて情報をそれぞれ選ぼう。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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授業アイディア例「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」
ちらしを詳しく書く場面

「身に着ける使い方」の書きぶりに合わせて、
使い方①
（本を読んで分かったこと：ブックカバー）
↓

使い方①のよさ
（使ってみて分かったこと：ブックカバー）
↓

使い方②
（本を読んで分かったこと：ペットボトルカバー）
↓

使い方②のよさ
（使ってみて分かったこと：ペットボトルカバー）
で書き直してみよう。

物を包む使い方
手ぬぐいは、何回か折って本を包むと、ブックカバーになり、

よごれがつくのを防ぐことができます。また、ペットボトルを
包んで持ち運ぶこともでき、水てきが荷物につくのを防ぐこと
ができます。 山田さん

情報

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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授業アイディア例「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」
ちらしを詳しく書く場面

山田さん

大沢さん

佐藤さん

実際に使ってみた自分の感想だけでなく、本の内容も入れられ
たから、説得力のある文章になったと思うな。この文章を改めて
二人に読んでもらおうかな。

「身に着ける使い方」と｢物を包む使い方」のそれぞれの書き
ぶりがそろっていていいね。

とても詳しくなったね。書き直した文から、手ぬぐいが手軽
に使えることや使うことのよさもはっきりと分かったよ。手ぬ
ぐいを前より使ってみたくなったよ。

佐藤さん、大沢さん。うまく伝わらなかったところを書き直し
てみたんだけど、どうかな。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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授業アイディア例「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」
ちらしを詳しく書く場面

山田さん

先 生

二人と話をして、構成だけでなく自分の書きぶりのよさに
も気付いてくれたな。二人の文章にはない山田さんの書きぶ
りのよさを伝えてあげよう。

前よりも私が伝えたかったことが伝わったみたい。自分の文章の
よさを生かして、書き直してよかったな。

佐藤さん、大沢さん、いいところに気付きましたね。私もそう
思いました。他にも、山田さんは、自分の感想だけでなく、本か
ら得られた情報をうまく取り入れながら書き直していました。そ
のこともこれからの学習にいかしていきましょう。

ありがとう。書き直す前の文を知っている二人に感想を聞けてよ
かったよ。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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授業アイディア例「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」
ちらしを詳しく書く場面

先 生

【山田さんのＩＣＴ端末の画面】

友達の書き表し方を参考にして詳しく書
く方法について理解し、自分の文章のよさ
に気付いて、内容のまとまりを生かして書
くことができましたね。
他の人が自分の考えが伝わるようにどん

な工夫をしたのかも見ておくとよいかもし
れませんね。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりする
など、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する
指導の充実

ポイント
○できていることを認めるとともに、つまずきに応じて
的確に指導すること

○友達同士で書いた文章を見せ合い詳しくする方法を話
し合ったり、児童が用いた方法を教師が価値付けたり
すること

○書きたいことに合う方法を考えられるようにすること

○児童一人一人の思いに沿って、児童自らが学習を進め
ていけるようにすること

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり



39

書くこと②

書く内容の中心を明確にし、
内容のまとまりで段落をつくったり、
段落相互の関係に注意したりして、
文章の構成を考える指導の充実

「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」

参考「令和７年度 学習活動例」

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

学習活動例 「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」
情報を整理して構成を考える場面

筆の魅力を書き出し
てみたんだけど、どの
ように文章にしたらい
いのかが分からないな。
どうしたらよいだろう。

大沢さん

先 生
40

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり



調べた情報の中で、
まとまりごとに整理し
てみました。丸で囲ん
だ二つに絞って書いて
みようと思います。

大沢さん

書く内容のまとまりが明
確になりましたね。読んだ
人が「使ってみたい」と思
えるような文章の組み立て
を考えてみましょう。はじ
めと終わりに何を書くかを
考えてみてもいいですね。

先 生
41

学習活動例 「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」
情報を整理して構成を考える場面

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

まず、このちらしを読む
人が興味をもてる文章で書
き始めてみよう。次に、私
がいちばん伝えたかったこ
とが筆の魅力、特に、
「じょうぶで、きれいに書
ける」ことと、「字を書く
以外にも使われている」こ
とだから、その二つに小見
出しを付けて書いてみよう。
最後に、二つの魅力から、
日本だけではなく多くの人
に愛されていることをまと
めて、伝えようかな。これ
なら、読んだ人が使ってみ
たいと思う文章になるかも
しれないな。

大沢さん 42

学習活動例 「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」
情報を整理して構成を考える場面

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり



書く内容の中心を明
確にして、魅力を二つ
に絞って書くことで、
筆についての魅力がよ
り伝わるようになった
な。書く前に、調べた
情報を内容のまとまり
ごとに整理して、文章
の組み立てを考えるこ
とって大切なんだな。

大沢さん
43

学習活動例 「伝統工芸品について推せんするちらしを書こう」
情報を整理して構成を考える場面

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

44

書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつ
くったり、段落相互の関係に注意したりして、文章の構成
を考える指導の充実

ポイント
○集めてきた情報を整理する過程で、共通点や相違点
などでまとめたものを、内容のまとまりとして文章
の構成にも生かすことができるように工夫すること

○情報を操作しながら、書く内容のまとまりを考える
経験を重ねられるようにすること

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり



目的意識

表現できる子どもを育てる３つのポイント

「書くことがない。」
「何を書いてよいか分からない。」

（題材をみつけることができない）
「どのように書けばよいのかわからない。」
「うまく書く自信がない。」

相手意識 場面意識

伝えたい「内容」がある。

伝える「技術」がある(方法がわかる）。

お互いを認め合い、伝える「場」がある。

書く習慣を育てる

45

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

○具体的に表現することがより分かりやすく伝わるこ
とを実感させる。

○「くわしく書く」「様子が分かるように書く」とは
どういうことか、具体的にモデルを示す。

書くことがおもしろい！楽しい！
授業や日常的に「書く」場面を組み込んでいく。
少しずつ・・・継続的に書き慣れさせる。

日記の例・・・一言感想、なりきり日記、もしもシリーズ、手紙、

○○紹介、テーマ日記、学習日記 等

書く習慣を育てる

46

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり



「書くこと」は、「考えること」
自分の考えを書く

自分の考えを振り返る。
自分の考えが整理される、分かる。
新しい考えが生まれる。

繰り返し行うことにより、考えが
深まっていく

教師が
よき読者に

47

書く習慣を育てる

とにかくほめる！
まず、伝えたい思いが書けたことや構成、

上手な表現などを具体的にほめましょう。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

48

｢書くこと｣授業づくり編

① 単元で育成する資質･能力を明確にする。

② 資質･能力の育成に適した言語活動を位置付ける。

③ 単元計画を立てる。

「あなたは、どう考える？」（光村図書）

｢どう考える？もしもの技術」（東京書籍）

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり



小学校学習指導要領解説国語編を用いて

ア 目的や意図に応じて、感じたことや考えたことなどから書く
ことを選び、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え
たいことを明確にすること。

題材の設定

情報の収集

内容の検討

イ 筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考
えること。

構成の検討

ウ 目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとと
もに、事実と感想、意見とを区別して書いたりするなど、自分
の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること。

エ 引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫すること。

考えの形成

記述

オ 文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や文章を整
えること。

推敲

カ 文章全体の構成や展開が明確になっているかなど、文章に対
する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付け
ること。

共有

B 書くこと（第5学年及び第6学年）

49

① 単元で育成する資質･能力を明確にする。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

教科書や指導書の指導事項配列表を用いて

50

① 単元で育成する資質･能力を明確にする。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり



51

○指導事項の確認

① 単元で育成する資質･能力を明確にする。

「あなたは、どう考える？｣（光村図書）

「知識及び技能」

○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語句を使うこと。 （1）オ

○文章の構成や展開、文章の種類とその特徴について理解すること。 （1）カ

「思考力、判断力、表現力等」

◎文章全体の構成や展開が明確になっているかなど、文章に対する感想や意見を
伝え合い、自分の文章のよいところを見付けること。 Ｂ（1）カ

○目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くことで、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫すること。 Ｂ（1）ウ

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

52

○指導事項の確認

① 単元で育成する資質･能力を明確にする。

「どう考える？もしもの技術｣（東京書籍）

「知識及び技能」

○思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で使うこと。また、語感や言葉の
使い方に対する感覚を意識して、語や語句を使うこと。 （1）オ

○情報と情報との関係付けの仕方を理解し使うこと。 （2）イ

「思考力、判断力、表現力等」

○筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えること。
Ｂ（1）イ

◎目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くことで、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫すること。 Ｂ（1）ウ

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり



５年生の「書くこと」の単元

東京書籍光村図書

和の文化を発信しようみんなが使いやすいデザインア題材の設定
情報の収集
内容の検討

地域のみりょくを伝えよう
文章に説得力をもたせるには
もう一つの物語

イ構成の検討

どう考える？もしもの技術

目的に応じて引用するとき
自然環境を守るために
あなたは、どう考える
言葉でスケッチ

ウ・エ
考えの形成
記述

心の動きを短歌で表そう日常を十七音でオ推敲

わたしの文章見本帳
あなたは、どう考える
もう一つの物語

カ共有

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

53

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

小学校学習指導要領解説国語編を用いて

54

① 単元で育成する資質･能力を明確にする。

１･２年
・内容のまとまり

１･２年
・内容のまとまり

３･４年
・自分の考え
・理由や事例との関
係を明確に

１･２年
・内容のまとまり

５･６年
・目的や意図に応じ
て簡単に書いたり
詳しく書いたりす
る

・事実と感想、意見
とを区別して書く

・引用
・図表やグラフ

３･４年
・自分の考え
・理由や事例との関
係を明確に

１･２年
・内容のまとまり

５･６年
・目的や意図に応じ
て簡単に書いたり
詳しく書いたりす
る

・事実と感想、意見
とを区別して書く

・引用
・図表やグラフ

３･４年
・自分の考え
・理由や事例との関
係を明確に

中学校
・根拠を明確に
・根拠の適切さを考
えて説明や具体例
を加える

・表現の効果を考え
て描写する

・表現の仕方を考え
たり、資料を適切
に引用したりする



55

光村図書（４～６年生）の「書くこと」の単元

内容単元名学年

気持ちが伝わる手紙を書く（手紙）お礼の気持ちを伝えよう４年生

見せ方を工夫して書く（新聞）新聞を作ろう

伝えたいことをわかりやすく書く
（リーフレット）

工芸品のみりょくを伝えよう

相手や目的に応じて、文章を見直す（推敲）どう直したらいいかな

理由や例を挙げて自分の考えを書く（意見）もしものときにそなえよう

連想を広げて表現を工夫する（詩）言葉から連想を広げて

言葉や表現の工夫について感想を伝え合う（詩）心が動いたことを言葉に

目的に沿って集めた情報を整理する（報告）みんなが使いやすいデザイン５年生

説得力のある構成を考える（意見）文章に説得力をもたせるには

物語の効果的な構成を考える（創作）もう一つの物語

表現を工夫して、感動を伝える（俳句）日常を十七音で

グラフや表を用いて考えを書く（報告）自然環境を守るために

情景が伝わるように書く（表現）言葉でスケッチ

文章のよいところを見つける（意見）あなたは、どう考える

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

56

光村図書（４～６年生）の「書くこと」の単元

内容単元名学年

伝えたいことを比べて選ぶ（紹介）知ってほしい、この名言６年生

説得力のある構成で、提案する文章を書く（提案）デジタル機器と私たち

読む人を意識して推敲する（推敲）文章を推敲しよう

目的や意図に応じて、効果的に伝える（解説）発見、日本文化のみりょく

書き表し方を工夫して、すいせんする文章を書く
（パンフレット）

おすすめパンフレットを作ろう

自分の思いを的確に伝える（意見）大切にしたい言葉

感想を伝え合い、今後の表現に生かす（短歌）たのしみは

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり



57

東京書籍（４～６年生）の「書くこと」の単元

内容単元名学年

段落どうしのまとまりを考えて書く
（リーフレット）

わたしのクラスの｢生き物図かん｣４年生

組み立てをくふうして物語を書く（創作）山場のある物語を書こう

相手や目的を考えて手紙を書く（手紙）お願いやお礼の手紙を書こう

目的に合わせて材料を整理する（新聞）｢和と洋新聞｣を作ろう

理由を吟味して考えを書く（意見）自分なら、どちらを選ぶか

文章のよいところをたしかめる（手紙）十年後のわたしへ

筋道を立てて書く（記事）地域のみりょくを伝えよう５年生

表現を工夫して短歌を作る（短歌）心の動きを短歌で表そう

目的に応じて情報を関係づける（ポスター）和の文化を発信しよう

反対意見を予想して書く（意見）どう考える？もしもの技術

目的に応じて文章を書きかえる（書き換え）わたしの文章見本帳

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

58

東京書籍（４～６年生）の「書くこと」の単元

内容単元名学年

論の進め方を工夫して書く（提案）いざというときのために６年生

表現を工夫して俳句を作る（俳句）心の動きを俳句で表そう

相手や目的に応じて情報を発信する（プレゼン）発信しよう、私たちのＳＤＧs

多面的に検討して意見文を書く（意見）どう立ち向かう？もしもの世界

出来事の意味を考えて書く（文章）成長をふり返って未来へ進もう

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり



59

言語活動例

② 資質･能力の育成に適した言語活動を位置付ける。

◎目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書く
ことで、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する
こと。 Ｂ（1）ウ

指導事項

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

60

言語活動

② 資質･能力の育成に適した言語活動を位置付ける。

◎目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書く
ことで、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する
こと。 Ｂ（1）ウ

「説得力のある意見文を書こう。」

指導事項

この意見文を
書く活動で、指
導事項を身に付
けられるように
しよう。

意見文を書いて、
友達と自分の考え
を読み比べてみた
いな。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり



61

③ 単元計画を立てる。

第１次 第２次 第３次

自
分
の
意
見
の
よ
さ
を
考
え
る
。

意
見
文
を
書
く
。

意
見
文
を
書
く
観
点
を
確
認
す
る
。

学
習
計
画
を
立
て
る
。

根
拠
や
理
由
を
考
え
る
。

構
成
メ
モ
を
作
る
。

単
元
の
見
通
し
を
も
つ
。

学
習
を
ふ
り
返
る
。

単
元
の
ゴ
ー
ル

｢

説
得
力
の
あ
る
意
見
文
を
書
く
」

見通し・実践・ふり返り

学習過程を考える。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

62

③ 単元計画を立てる。

モデルの提示

必然性

相手意識・目的意識

課題意識 ・○○ができるようになりたい
→そのために何が必要なのか。

・なぜ○○なのだろう→○○について知りたい。

・○○に読んでもらう。
・何のために書くのか→書いて伝えたい。

・友達はどう考えているのか知りたい。
・自分の考えを人に伝えたい。

・自分もやってみたい。（子供が参考にできる。）
・子供のつまずきがわかる。
・教師自身が見通しがもてる。

学習過程を考える。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり



63

③ 単元計画を立てる。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

モデルの提示 【第６学年「『鳥獣戯画』を読む」、
｢発見、日本文化のみりょく」(光村図書六年）】

64

③ 単元計画を立てる。

モデルの提示 【第６学年「『鳥獣戯画』を読む」、
｢発見、日本文化のみりょく」(光村図書六年）】

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり



65

③ 単元計画を立てる。

モデルの提示 【第５学年「説得力のある意見文を書こう」

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

66

③ 単元計画を立てる。

モデルの提示 【第５学年「説得力のある意見文を書こう」

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり



67

③ 単元計画を立てる。

説得力のある文章ってどのように書けばよいだろう。

既習事項の確認 ・これまでの学習から学んできたこと
・縦と横の系統性

・構成 はじめ・中・終わり
主張はどこに書く？

・主張 自分の意見

・根拠 経験や体験、資料の引用、他者の言葉

・理由 どうしてそう主張するのか、自分の考え

・表現 接続語、考えを表す言葉

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

68

光村図書「書くこと」のポイント(３年生以降)

【三年下】（３年上までに学んだこと）

○図やメモに、何を書くかをくわしく書き出す。
○読む人が、何を知っているか、何を知りたいかを考えて、書くことを
選ぶ。

○｢はじめ｣｢中｣｢終わり」のまとまりに分けて考える。
○｢中｣には、くわしい説明を書く。
○内容のまとまりに気をつけて書く。
○順序が分かる言葉を使って書く。
○まちがいや分かりにくいところはないか、相手に合わせた言葉を使っ
ているか確かめる。

○読み合って、思ったことなどを伝える。
○自分たちの文章のよいところを見つける。
・内容や、使った言葉のおもしろいところ
・様子や気持ちがよく伝わる言葉

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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光村図書「書くこと」のポイント(３年生以降)

【四年上】（３年生で学んだこと）

○図などを使って、くわしく書き出したことの中から、いちばん伝えた
いことを選ぶ。

○読む人のことを考えながら、自分が特に伝えたいことを決める。
○文章の種類に応じて、「はじめ」「中」「終わり」などのまとまりで
組み立てを考える。

○内容のまとまりごとに、段落を分け、読む人に分かりやすい順序を考
える。

○様子などがくわしく伝わるように、言葉を言いかえたり、加えたりす
る。

○書いたら読み返して、必要なことが書かれているか、まちがいがない
かなどを確かめる。

○書いた文章の感想を伝え合い、内容や書き方のよい点を見つける。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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光村図書「書くこと」のポイント(３年生以降)

【四年下】（４年上までに学んだこと）

○書く目的にそって、伝えたいことをくわしく思い出し、よりよく伝わ
るように内容を選ぶ。

○読む人のことを考えながら、自分が特に伝えたいことを決める。
○文章の種類に応じて、「はじめ」「中」「終わり」などのまとまりに
組み立てる。

○知らせたいことや読みやすさを考え、写真や図、見出しをどうするか
など、わり付けを工夫する。

○分かったことと考えたことを、分けて書く。
○例を挙げる順序や、絵や写真のしめし方を工夫する。
○書いたものを読み返し、相手や目的におうじて、よりよい表現になる
ようにする。

○自分の文章に対する友達の感想を知ると、内容や書き方のよいところ
が、よく分かる。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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光村図書「書くこと」のポイント(３年生以降)

【五年】（４年生で学んだこと）

○書く目的にそって、伝えたいことをくわしく書き出し、よりよく伝わ
るように内容を選ぶ。

○調べたことを整理し、伝えたいことをはっきりさせる。
○「はじめ」「中」「終わり」などの組み立てを考える。
○何を写真や図で示すとよいかを考える。
○知らせたいことや、読みやすさを考えて、見出しや本文、写真や図な
どのわり付けを考える。

○考えに合う理由や具体例を挙げて、それぞれの関係が分かるような言
葉を使って書く。

○言葉の組み合わせや順序など、表現を工夫する。
○相手や目的に応じて、言葉や文章を見直す。
○書いた文書の感想を伝え合い、言葉や表現の工夫などについて、よい
点を見つける。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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光村図書「書くこと」のポイント(３年生以降)

【五年】（「あなたは、どう考える」までに学ぶこと）

○読む人のことや、伝えたいことを考えて、集めた情報を整理する。
○伝えたいことにそって、必要な情報とそうでない情報とを区別したり、
情報の内容ごとにまとまりを作ったりする。

○意見文を書くときには、主張と根拠を明らかにする。
○文章のどこに主張を示すか、予想される反論とそれに対する考えをど
う示すかなどを工夫する。

○自分の考えに合った資料を選ぶ。
○資料と文章との対応が伝わるように書く。
○資料から分かることと、自分が考えたこととを、区別して書く。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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東京書籍「書くこと」のポイント(３年生以降)

【三年下】

○調べるものと、調べ方を決める。
○グループに分けるなどして、調べたことを整理する。
○事がらごとに見出しを立てるなど、整理したことを分かりやすく伝え
る。

○考えの理由を明らかにする。
○理由がいくつかあるときは、だいじだと思うものを選ぶ。
○「はじめ」や「終わり」に考えを、「中」に考えの理由を書く。
○読み手に分かりやすく伝えるために、理由をくわしく書く。
○「なぜなら」「……から」など、理由を表す言葉を用いて書く。
○どんなことに気をつけて文章を書いたかを思い出す。
○文章を書くときにくふうしたところや、がんばったところを、友だち
にくわしく伝える。

○友だちの文章で、よいと思ったところや、くふうしていると思ったと
ころを、くわしく伝える。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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東京書籍「書くこと」のポイント(３年生以降)

【四年上】

○読み手に伝えたいことの中心を明らかにする。
○問いと答え、調べて分かったこと、自分の考えなど、一つ一つの段落
の内容と、段落どうしのまとまりとを合わせて考える。

○読み手に分かりやすく伝わるように、「はじめ」「中」「終わり」な
ど、文章全体の組み立てをくふうする。

○始まりの場面、山場、終わりの場面の組み立てで物語を書く。
○物語の山場で起こる大きな変化について考える。
○山場では、何が、なぜ変わったのかを考えて書く。
○手紙の相手や目的に合わせて、用件をはっきりと具体的に書く。
○前文、本文、末文、後付けといった手紙の形式に気をつけて、ていね
いな言葉で書く。

○書いた手紙を読み返し、まちがいや、相手に対して失礼な点がないか
確かめる。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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東京書籍「書くこと」のポイント(３年生以降)

【四年下】

○調べるテーマを決めて、材料を集める。
○伝えたい目的に合わせて、分けたりくらべたりするなどして、材料を
整理する。

○リーフレットや新聞などの形式に合わせて、整理した材料を使って書
く。

○自分の考えとその理由を挙げる。
○理由にまちがいがないか、あいまいでないかなどに注意する。
○考えと理由がうまく結びついているかを確かめる。
○読み手になっとくしてもらえるように、意見文の組み立てを考える。
○理由を表す言葉に気をつけて書く。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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東京書籍「書くこと」のポイント(３年生以降)

【五年】（「どう考える？もしもの技術」までに学ぶこと)

○読み手に伝えたいことの中心を考え、情報を整理する。
○調べて分かった事実と、自分の考えを区別して書く。
○「はじめ・中・終わり」など、伝える情報に合った文章の構成を考え
る。

○主に「中」の文章のまとまりをくふうする。
○心の動きや出来事の様子が伝わるように言葉を選ぶ。
○何を伝えたいかを考え、より適切な言葉を探す。
○言葉の順序を入れかえたり、言葉の組み合わせを考えたりして、表現
をくふうする。

○何のために伝えるのか、目的を明確にする。
○さまざまな方法で情報を集め、その中から目的に合ったものを選ぶ。
○文章だけでなく、表やグラフ、写真などの資料を適切に使って表す。
○文章と図表との関係を考えて、情報を効果的に示す。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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③ 単元計画を立てる。

説得力のある文章ってどのように書けばよいだろう。

つなぎ言葉の例働きの説明種類

だから、したがって、それで原因・理由→結果順接

しかし、けれども、だが前後の内容が対立逆接

また、そして、それに、
しかも

同じような情報を
並べる

並立・添加

または、あるいは、それとも、
一方で

前後の内容を比較し、
並列・対比させる

対比・選択

なぜなら、その理由は、つま
り、例えば

前文の内容に対する
説明や補足

説明・補足

さて、ところで、では、次に別の話題に移る話題転換

○接続語（つなぎ言葉）を使ってみよう

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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③ 単元計画を立てる。

説得力のある文章ってどのように書けばよいだろう。

・――と考える。
・――すべきだ。

主張を述べるとき

・――によると、
・――ということがあった。

根拠を示すとき

・――だが、
・――という考えもあるが、
・仮に――だとしても、
・確かに――かもしれない。
・――と考える人もいるだろう。

ことなる考えを
示すとき

・このように、――。
・これらのことから、――。

それまでの考えを
まとめるとき

○考えを表す言葉を使ってみよう

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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③ 単元計画を立てる。

ワークシート 【第５学年「説得力のある意見文を書こう」

た
ん
生
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
現
金
よ
り
品
物
が
い
い
。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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③ 単元計画を立てる。

ワークシート 【第５学年「説得力のある意見文を書こう」

た
ん
生
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
現
金
よ
り
品
物
が
い
い
。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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③ 単元計画を立てる。

ワークシート 【第５学年「説得力のある意見文を書こう」

た
ん
生
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
現
金
よ
り
品
物
が
い
い
。

た
ん
生
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
現
金
よ
り
品
物
が
い
い
。

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり
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③ 単元計画を立てる。

ふり返り 【第５学年「説得力のある意見文を書こう」

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり



本日の内容

１ 令和７年度全国学力・学習状況調査
結果・分析

２ 徳島県の課題を踏まえた授業づくり

３ 調査結果を踏まえた取り組みの充実

83

84

３ 調査結果を踏まえた取り組みの充実

●学校全体で取り組む組織的な検証改善

●児童一人一人の学習状況に応じた指導
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３ 調査結果を踏まえた取り組みの充実
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３ 調査結果を踏まえた取り組みの充実
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３ 調査結果を踏まえた取り組みの充実
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３ 調査結果を踏まえた取り組みの充実
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３ 調査結果を踏まえた取り組みの充実
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３ 調査結果を踏まえた取り組みの充実
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３ 調査結果を踏まえた取り組みの充実

92

児童一人一人の学力・学習状況を捉え、
児童一人一人の学力・学習状況に応じた
学習指導の改善・充実を図りましょう。


